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●日米両国間の学識者を一堂に集めて両国間の文化・教育交

流に関する諸問題を討議し、文化・教育分野での交流の増進

と相互理解の向上について勧告を目的とする会議「日米文化

教育交流会議(The United States - Japan Conference on 

Cultural and Educational Interchange :通称 カルコン

CULCON)」が、６月５日ワシントン D.C において開催されま

した。CULCON 日米合同会議は、２年に１度、東京とワシント

ン D.C を会場地に交互に開催され、28 回目を迎えました。前

日の 4日にレセプションがありました。 

●日米グローバル社会で活躍できる人材を育てようという

試みは、大学を中心にいろいろな取り組みが行われ、現在、

政治・経済・文化をはじめとするさまざまな分野でグローバ

ル化が進展しています。 

そのような中、CULCON の日本における対策の一つに、グロ

ーバル人材の育成に向けた国際経験の重要性を挙げていま

す。子供達が世界に出て、世界の強豪と渡り合うとき、躊躇

せず瞬発力のある発言やアイデアを出していけること、時に

は人に伝える情熱的な表現力が必要なこと、子どもの頃から

グローバルな視点を意識した環境にいかに多く接すること

ができるかが鍵と言われます。 

海外の日本人学校や現地校、補習授業校で学ぶ子供たち

は、日本と異なる言語・文化・社会環境の中で生活・学習し

ており、将来のグローバル人材の「金の卵」であると言われ

ます。 

補習校はその授業時数や施設設備等において日本人学校

に比して様々な制約があることから、これまでグローバル人

材育成拠点として十分認識されていなかった面がありまし

た。しかし、補習校には、語学面のみならず、外国の教育制

度に基づき、外国の子供たちと共に教育を受けている子供た

ちが在籍しており、在外教育施設の中でもグローバル人材育

成の最前線にあるとも言えます。 

正に、本校で学ぶ子ども達に対する期待は、益々大きくな 

 

 

ることでしょう。日本語学校で学ぶ子ども達を思いな

がら、CULCON レセプションに参加してきました。 

●文部科学省は「在外教育施設グローバル人材育成戦

略について」以下を掲げています。 

 １．グローバル人材育成最前線にある在外教育施設の

教育の質の向上を図ることは、 我が国のグローバル

化戦略の中でも極めて重要かつ有効な施策。 

２．従来型の教育支援から、グローバル人材育成のた

めの拠点として、より積極的なグローバル人材育成

に資する教育の強化を図ることが重要。  

３．補習授業校（以下、補習校）は、語学のみならず、

外国の教育を直接体験しているグローバル経験豊富

な子供たちが多く、補習校における教育の充実を一層

図ることも重要。  

４．長期滞在者や日系人の児童生徒が増加する中、必

ずしも日本への帰国を前提としない児童生徒に対す

る日本語教育の支援や学習支援の提供は、国外にお

ける我が国の理解者を増やす上でも有効。  

５．未就園児や幼稚園児の比率が高まる中、母語習得や

資質・能力を伸ばす基礎を形成する重要な時期の幼稚

園段階の教育の在り方について検討することは重要。 

高校段階の高度なグローバル教育の在り方について

の検討も急務。 

（一部抜粋） 

 

CULCON レセプション杉山在米日本国大使

ご挨拶から（6月 4日） 
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帰国の際の引越しは、日通にお任せ下さい 

海外からの帰国にピッタリな引越しプラン 

スタンダートサービス：梱包から大型家具の輸送までお客様のニーズにお応えします。 

スモールパッケージサービス：お荷物の少ない方にお勧めのお得なパッケージサービスです。 

お申し込み、お問い合わせは米国日本通運ワシントン支店まで 

703-661-8326 (引越し専用ダイヤル) 
URL: http://www.nittsu.com/hikkoshi/ 

ここに掲載されている会社・団体を利用したことによって生じたいかなる損害に対しても、ワシントン日本語学校管理運営委員会は一切責任を負うものではありません。



  

先週、以下の目的で「学力テスト」を実施しました。 

〇児童・生徒の多様化に伴い、家庭環境、言語環境が様 

様であり、児童・生徒の日本語力に合わた授業内容の 

改善が必要となっている。 

〇児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育指 

導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

〇児童・生徒自らが、自己の日本語学校における基礎学 

力の定着を客観的に捉え、自己の学習改善に役立てる。 

受験率 91.4％でした。欠席等で未受験児童・生徒につ 

いては、本日から６月３０日まで実施致しますので、 

受験をお願いいたします。各個人の成績の結果につい

ては、２学期にお返しいたします。 

      ワシントン日本商工会 
財団訪問 5 月 31 日 

        杉本財務部長、戸田教育人事部 

長、馬場総務部長、吉野広報部長 

田嵜事務局長と共に、ワシントン日本商 

工会財団を訪問しました。地域協力担当理事の 

松野様、権田様とお会いし、本年度も学校教育 

活動への協力をお願い致しました。 
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ニューポートニュース補習校来校 

○２日ニューポートニュース補習校の先生２名が、

研修のため来校いたしました。幼稚部担任のスコッ

ト先生（写真中央左）と小学部５年担任の一ノ瀬先

生（中央右）が、幼稚部と小１年と５年を中心にそ

れぞれ授業の様子を参観してもらい、本校の取り組

みを説明いたしました。 

子ども達が楽しそうに学んでいること、児童生徒

の人数の多さに驚いていました。 

○ニューポートニュース補習校は、 

本校の巡回指導訪問校になっていて 

毎年１回教頭が訪問し、先生方の授 

業を参観し、指導助言をおこなって 

います。 

 

 

 

第１回「校長との座談会」      

◆６月２３日  9:30am～11:00am  

◆カフェテリア４にて 

「学校（校長）と保護者の皆様とが相互理解を深めるとともに 日本語

学校における子ども達の成長を考える」という趣旨で、 学校側からの

情報提供と保護者の皆様とざっくばらんな意見交換をする会です。 

情報提供 

・校舎内外の事故防止について、安全対策の取り組み 

・２学期制について考える 

 

 

小 3年生 

 

小 5年生 

 

中 2年生 
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